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北海道発 産消協働
　気候、風土、暮らしなど、北海道は日本の中でも特殊な地域です。北海道の生活を知っ
ているからこそ、その特殊性を踏まえたものづくりができるはずです。しかし、いつの間に
か私たち生活の中には、地元で作られたものが使われなくなってきています。
　一昨年から北海道で「産消協働」という運動が始まっています。簡単にいうと、食の「地
産地消」を製造業やサービス業など、すべての産業に広げ、生産者と消費者が向き合い、地
域にある人材や資源を域内で消費・活用することで、域内循環を高め、地域の産業おこし、
雇用創出につなげていく道民運
　今回は、北海道で進む産
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東京都出身。武蔵野美術短大卒業後、広告代理店勤務
などを経てフリーに。'94年札幌へ。みとままゆこのペ
ンネームで、水彩、ペン、墨絵、切り絵など、さまざ
まなタッチでジャンルにこだわらず活躍中。本誌の表
紙は、本号テーマ・イメージによるオリジナル作品。
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